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1 調査目的 

今後の人口減少社会を迎えることや節水をはじめ、水道水の使用状況などが変化していることも踏まえ

て、将来にわたって安定して、安全で安心な水道水を事業所の皆様に提供できる水道事業経営のあり方を

検討する中で、各事業所における水道水の使用状況などを把握する資料とします。 

① 調査概要 

調査項目 水道事業に関する設問 全22問 

調査対象 豊田市内の事業所(令和3年3月末時点)から無作為に抽出した 

1,800事業所 

調査地域 豊田市内 

調査方法 調査票を郵送にて配布・回収（インターネットによる回答の回収も実施） 

調査期間 令和3年7月1日～7月30日 

② 回収結果 

回答数 741事業所 

回収率 41.2%（741事業所／1,800事業所） 

※グラフ上の数値は回答数を表しています。 

2 回答者の属性 

回答した事業所の主たる業種は、製造業が最も多く、次いでサービス業が多くなっています。 

事業所の主たる業種

3 水道水の使用状況について 

3.1 使用水量について 

アンケートに回答した事業所のうち、80%以上の事業所は、使用水量のお知らせについて、「確認

する」「時々確認する」と回答していました。 

「使用水量のお知らせ」を確認しているか

4
30 63 69 81 90 101 199 92

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

情報通信業 運輸業 飲食店、宿泊業 建設業 医療、福祉
卸売・小売業 サービス業 製造業 その他 無回答

37 80 127 485
12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全く確認しない ほとんど確認しない 時々確認する 確認する 無回答

水道の使用に関するアンケート結果報告書（事業所向け） 概要版



2 

3.2 節水について 

普段の節水についても、「心掛けている」「やや心掛けている」と回答した事業所は全体の 80%以

上となり、大多数の事業所が使用水量に関心を持ち、節水意識をもって節水に取組んでいることがわ

かります。 

普段、節水を心がけているか

3.3 節水方法について 

具体的な節水方法としては、「従業員への啓発」が最も多く、「使用量の管理」「節水型設備の導入」

が多くなっており、これらの節水の取組が、水道使用量減少の一因となっていると考えられます。 

具体的な節水方法 

4 安全性と備蓄状況 

4.1 水道水の安全性について 

水道水の安全性については、80%以上の事業所が安心感を持っています。一方で、水道水に不安を

感じる理由については、「水道管の状態（さびなど）」が最も多く見られます。

豊田市の水道水の安全性について 

水道水に不安を感じる理由（複数回答可） 

30 92 297 320 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特に心掛けていない あまり心掛けていない やや心掛けている 心掛けている 無回答

29 37 42 46 111 210 431

17

409

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

水の再利用・循環利用 水道水以外の水への転換 節水型設備の導入（業務用の機械など）

導入していない 節水型設備の導入（業務用以外のもの） 使用量の管理

従業員への啓発 その他 無回答

2
9 29 35 210 447 9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
不安を感じる どちらかと言えば不安 分からない どちらとも言えない
どちらかと言えば安心 安心している 無回答

6 8 11 13 30 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
水圧・水量不足 におい 消毒のための薬品の使用
水源となる川や井戸の水質 水道管の状態（さびなど） その他
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4.2 上下水道局の取組について 

水道事業の安全性を高める取組（老朽設備の更新、耐震化等の実施）の認知度は10～30%程度で

あることがわかります。

上下水道局で行っている取組を知っているか 

4.3 災害に備えた水の備蓄について 

60%以上の事業所が、災害に備えて水を備蓄していることがわかります。各事業所は防災意識を高

く持っていることがうかがえます。

災害に備えた飲料水の備蓄状況（複数回答可） 

5 水道事業について 

5.1 水道施設等の修繕について 

水道の施設、管路の更新・修繕については、ほとんどが更新の必要性を感じる旨を回答しており、そのた

めに水道料金が上がるのがやむを得ないと回答した割合も60%程度となっています。

水道の施設・管路の更新・修繕について

25 271 419 43
1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

災害用備蓄飲料水『とよた水物語』を備蓄 備蓄していない 市販のペットボトル水を備蓄 その他 無回答

204

286

606

216

243

93

210

148

33

37

21

1

64

32

1

10

11

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
そう思う ややそう思う どちらとも言えない ややそう思わない そう思わない 無回答

(ウ)生活に影響を及ぼす断水が起こらないように老朽水道管
や老朽水道施設の更新を計画的に進めるために、水道料金

が上がるのはやむを得ない

(ア)漏水や施設の停止によって生活に影響を及ぼす断水が起
こらないように、今後増大する老朽化した水道管や施設は

計画的に更新をする

(イ)漏水・断水を未然に防ぎ、発生時には、迅速に対応するた
めに、修繕などの維持管理費が増加するのはやむを得ない

126

88

127

241

216

252

222

276

270

231

347

413

323

214

287

16

18

15

16

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない 無回答

（イ）老朽化した水道管や浄水場、配水場などの水道施設の

更新や改修を計画的に進めていること

（ウ）大規模地震の発生に備え、計画的に配水場や浄水場

などの施設の耐震化を進めていること

（エ）配水場から病院など重要施設へ連絡する水道管路の

耐震化を進めていること

（オ）災害時などの断水時に、臨時的に利用できる給水施設

を整備していること（応急給水施設）

（ア）２４時間・３６５日、水質や施設の監視や水道管路の

漏水修繕対応等を行っていること
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5.2 水道事業に対して重要だと思うこと 

水道事業に対して重要だと思うことは、「安心して使える水道」の回答が最も多くなっており、次い

で「災害に強いライフライン」「安全でおいしい水づくり」の順に回答が多くなっています。

水道事業に対して、重要だと思うことはどれか（複数回答可） 

5.3 水道事業に対する現状の満足度 

また、水道事業についての現状の満足度は、「安全で安定した水の供給」が最も多く、次いで「おい

しい水の供給」「水源水質の保全」の順に回答が多くなっています。 

水道事業についての現状の満足度 

以上の結果から、上下水道局の現状に対して事業所から一定の評価を得ていることがわかりますが、

今後も安全・安心で、災害に強いライフラインであり続けることが期待されています。

6 アンケート結果の概要 

使用水量の把握度合い、節水意識は双方ともに高い傾向が見られます。 

水道水の安全性に対する信頼は高い一方で、水道管の状態等への不安を感じる回答も見られます。 

水道インフラの老朽化に伴う対応の必要性はほとんどが肯定的な回答になっているほか、そのための料

金値上げについては約６0%から肯定的な回答を得られています。

581 572 486 229 208 188
23

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して使える水道 災害に強いライフライン 安全でおいしい水づくり 環境にやさしい水道

持続する水道事業 水道サービスの向上 無回答

豊田市上下水道局では、将来にわたり災害に強い施設を構築するとともに、

安全・安心な水道水を提供できるよう取組んでいきます。 

発行 ：豊田市 上下水道局 経営管理課 

TEL ：0565-31-1212（代表）／ 0565-34-6623（直通） 

FAX ：0565-36 5529 ／ E-mail：keieikanri@city.toyota.aichi.jp 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（コ）情報提供の充実

（ケ）お客様サービスの向上

（ク）経営の効率化

（キ）水源の確保

（カ）水源水質の保全

（オ）おいしい水の供給

（エ）断水や水圧不足の無い施設維持

（ウ）低料金による水の供給

（イ）地震等の災害に強い施設整備

（ア）安全で安定した水の供給

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答


